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　調査方法： 高齢者の集まるサロンに出かけていき，歌
や遊び，昔話などを録画する
２ ．調査結果および考察
　第 １ 段階の調査結果として，21曲のわらべうたが収録
できた。それらのわらべうたを以下の ４ 種類に分類して
示した。
①「まりつき・お手玉歌」
　「一匁のいん助さん」「一で一畑お薬師さん」
　「一かけ二かけ三かけて」「一れつらんぱんはれつして」
　「西条山は霧深し」「たんのせたんのせ」
　「一番はじめが一の宮」
②「縄跳び・集団あそび」
　「たんすながもち」「ふるさとまとめて」「花いちもんめ」
　「ゆうびんさん　おはいり」
③「子守唄・手合わせ唄」
　「一番はじめが一の宮」「一かけ二かけ三かけて」「一に橘」
　「空にさえずる　鳥の声～」「おちゃらかほい」
　「ずいずいずっころばし」「まるやま　あるけば～」
　「ひとつ　ひよこが　まま食って　さいのこてんてん」
　「茶摘み」
　「お月さんなんぼ」（子守唄）
④「その他の遊び唄」
　「一番　楽しい　お正月～」
　「しばかり　縄ない～」（しりとり歌）
⑤遊び
　お手玉で「おはさみ」「小さい橋」（特に歌はなく遊びのみ）
　ゴム飛び遊び
⑥その他
　 「椿」「朝日は登りぬ」「すずめ」「からすの赤ちゃん」「田
金祭り」「流れ星」「ほたる」という，子どもの時に習っ
たという歌も教えていただいた。これらは，どの本に
も載っていない貴重な歌である。
「わらべうた」の意義
　わらべうたとは，小島（1983）によると「わらべうた
とは，子ども達が遊びや行事，また日常的な行動の中で
無意識のうちに自然に歌い，その中で，子ども達が遊び
仲間によって集団的に伝承してきた歌」としている。また，
久万田（2007）は「子どもの遊びの中ではぐくまれた歌」，
樋口（2002）は「子どもの遊び歌。子どもの日常生活で
ある遊びの中で創造，伝承される音楽」と説明している。
　したがって，わらべうたの定義は，言葉と動きを伴っ
た遊びうたであり，口伝えで歌い継がれてきたものと理
解できよう。
　次に，わらべうたで遊ぶことの効果について，大倉
（2000）は，次のように述べている。わらべうたで遊ぶ時は，
子ども同士で手をつなぐ，脊に触れる，タッチするなど，
体に触れるという行為が頻繁に行われる。このように自
然に他者の身体の一部と触れあう行動は，安らぎを与え，
他者への親近感を感じることができる。
　また，わらべうた遊びの，回る，巡るなどの行動は，
人間の基本的な動きであり，ある種の快感をもたらす。
同じ動きを繰り返しながら輪になって回る動きは，心理
的な高揚をもたらし，同じ位置に戻ることで，安堵感を
持つなど，わらべうたには，遊びの中で，判断力，公正，
正義，道徳性，ルールを守ることなどの社会性を育成す
るという働きもある。さらに，わらべうたで遊ぶことに
よって情緒や感情が発達し，それらは子どもの人格形成
のうえでも重要であると考えられる。
　さらに，荒井（2004）は，安定した歌のリズムに乗っ
て遊ぶことで“拍感”が自然に身に付き，一体感を覚える。
また，なかまたちと声をともに響き合わせる心地よさを，
自然の中で楽しく体験するなどから，「子どもの協調性や
集中力を養うだけでなく社会性を育てる」ことに繋がる
と述べている。
　また，高城（2000）は，先祖の知恵と愛情の詰まった
わらべうたは，自然で心地よく，親密な関係作りに最適
だという。
　高城（2000）が行った親へのアンケート結果では，「物
がなくても歌と体で，生の人間同士のかかわりが持てる」
「自然に相手に関心が向けられ，相手を感じ，心が合わせ
られる」「一緒に歌い，触れあうことで，人間関係が良好
になる」「遊んでいる一人一人が大切な役割を持ち，誰ひ
とりいらない存在にならない」などがあげられており，
人間関係を豊かにするわらべうたの教育力がうかがえる。
　また，わらべうたを通して，親と子ども，そして高齢
者という ３ 世代での交流が可能になる。これは，実際に
祖父母とかかわる事が少ない子どもにとっても，同じよ
うな高齢者の方と直接触れあい遊びを教えてもらうこと
は重要な経験となる。
　このわらべうたを通した世代間交流から生まれるもの
として，荒井（2004）は，核家族化が進んだ現在の日本
において，高齢者と遊んだ経験が少ない子ども達が，わ
らべうたを教えてもらうという活動を通して，“顔なじみ”
のおじいさんやおばあさんができていき，遊びのリーダー
として尊敬の念が生まれ，からだを気遣うなどの優しさ
や思いやりがひきだされることがあるという。
　さらに，それぞれの地域文化であるわらべうたを，子
どもたちが代々歌い継ぎ，歌の命として地域に息づかせ
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ることが，文化を受け継ぐことだとも述べている。
　また，高齢者にとっても，わらべうたを教えるという
ことに重要な意義がある。まず，高齢者の方が主役にな
れることである。どの場に伺っても，「いつもは，最高齢
で静かにしている方が，今日は一番活躍した」という声
が聞かれる。そして，わらべうたを教えてくれている時
の表情は，最初とは打って変わって満面の笑顔でいきい
きとした表情になり，声も大きくなり，さらに動作が機
敏になるなどの評価を聞く。
　そして，高齢者からは，「学生と一緒にやりたい」「学
生に教えるのなら，大学に行くよ」という声も頂く。
　このように，高齢者のわらべうたを歌う活動は，子ど
も時代の記憶をよみがえらせ，楽しく昔話をしたり，さ
らには身体記憶もよみがえり，脳の活性化に繋がってい
き，より前向きな発言も導き出すことができる。
３ ．まとめ
　調査を行った結果，以下のことが明らかになった。
　① 調査を行った結果，高齢者の方が覚えているわらべ
うたは，比較的同じ曲が多かった。
　② わらべうたを多く覚えている年齢層は，80代後半か
ら90代前半あたりの方で，80代前半から70代の方は，
あまり覚えていない。
　③わらべうたの歌詞や遊び方に若干の違いがみられた。
　　 たとえば，「一匁のいん助さん」の歌詞では，「一匁
のいん助さん」が「一匁のいー助さん」であったり，
「いの字が大好きで」が「いの字が嫌いで」のよう
に，反対の言葉であったりする。また，同じ歌でも
「お手玉」であったり「まりつき」であったりと遊び
方にも違いがあった。わらべうたは口伝であるため，
歌詞が変化していくことは当然のことであろう。
　今後，採集できたわらべうたについては採譜し楽譜に
していくことを目標に，継続的に調査を行い，できるだ
けたくさんのわらべうたを収集していく予定である。
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